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今
年
の
冬
は
、
例
年
に
無
い
記
録
的
な
大
雪

と
な
っ
て
い
ま
す
。
12
月
は
、
48
豪
雪
と
い
わ

れ
た
昭
和
48
年
度
を
上
回
る
２
６
０
・
５
㎝
の

降
雪
量
で
、
１
月
15
日
現
在
の
積
雪
深
も
昨
年

の
３
倍
、
昭
和
48
年
の
約
１
・
５
倍
の
75
㎝
に

達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
内
で
は
、
住
宅
や
作
業
小
屋

な
ど
の
破
損
、
倒
壊
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の
事
故
な
ど
も
発
生
し
、

死
亡
者
も
出
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
12
月
26
日
に
災
害
警
戒
対
策
部
を

設
置
し
て
年
末
年
始
の
雪
害
に
備
え
、
１
月
５

日
に
は
市
長
を
本
部
長
と
す
る
、
災
害(

豪
雪)

対
策
本
部
に
切
り
替
え
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
・
日
に
は
非
常
時
に
備
え
常
時
職
員

を
待
機
さ
せ
る
と
共
に
、
雪
寄
せ
が
出
来
な
い

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
家
の
周
囲
を
、

職
員
を
派
遣
し
て
除
雪
し
て
い
ま
す
。

大
雪
の
た
め
、
屋
根
の
雪
に
気
を
配
り
、
雪

下
ろ
し
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
宅
の

み
な
ら
ず
、
所
有
し
て
い
る
家
屋(

住
宅
、
事
務

所
、
空
き
屋
、
小
屋
な
ど)

の
雪
下
ろ
し
も
お
願

い
し
ま
す
。
作
業
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、
専

門
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
路
や
通
路
に
面
し
て
い
る
場
所
で

は
『
通
行
注
意
』
の
看
板
を
付
け
て
注
意
を
促

す
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
そ
れ
で
も
落
雪
に
よ

る
事
故
が
起
き
る
と
家
屋
の
所
有
者
の
責
任
は

逃
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
万
一
の
場
合
を
考
え
、
屋

根
の
雪
や
ツ
ラ
ラ
に
注
意
し
、
雪
下
ろ
し
を
し

て
く
だ
さ
い
。

暖
気
時
に
は
、
屋
根
の
雪
が
一
度
に
落
下
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
軒
下
な
ど
を
通
行
す
る

際
に
は
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
故
が
起
き
る
と
大
変
で
す

※道路の除雪のお問い合わせは 
　大館地域　土木課 
　　　　　　149－3111 内線302  
　比内地域　比内総合支所建設課 
　　　　　　155－1113 
　田代地域　田代総合支所建設課 
　　　　　　154－3315

災害(豪雪)対策本部 
　　　　　　(市総務課内)

問 

　　　　　　149－3111 内線259

降雪量（㎝） 

12月
１月１日～15日
１月16日～31日
２月
３月
12月～３月

260.5
137.0

397.5
(1月15日まで)

平 成
17年度

平 成
16年度

昭 和
48年度

83.0
88.0
100.0
154.0
61.0
486.0

139.7
66.0
134.0
138.1
43.5
521.3

積雪深（㎝）　１月15日現在 
平成17年度 平成16年度 昭和48年度

52.021.075.0

よ
ん
ぱ
ち


